
０１５ 平安時代（全 12回の第１回） 

政治史 平安時代初期（全２回の第１回） 天皇中心   

 

欽明 推古 斉明 文武 孝謙 桓武 

敏達 舒明 天智 元明 淳仁 平成 

用明 皇極 天武 元正 称徳 嵯峨 

崇峻 孝徳 持統 聖武 光仁 淳和 

 

＜     天皇＞ 

◎    死後、藤原   家の 

藤原    が擁立に成功した 

     系の天皇(62歳) 

百川は、仏教政治で動揺した 

   体制再建のため、子の 

   親王に期待していた。 

779年藤原    、桓武天皇の 

  即位を見届ける前に死去。 

780年蝦夷で       の乱 

→     〔宮城〕一時陥落。 

 

＜     天皇＞ 

781年山部即位〔       〕 

母は     （    の子孫） 

784年       遷都〔京都〕 

◎南都仏教の政治介入を防ぐため。 

◎造宮使       〔  家〕 

785年          事件 

→皇太弟       廃太子 

〔遷都に反対していた。無実〕 

785年 長岡京で    多発  

       が流行。 

 →    親王の    か。 

    封じのため、 

           の提言で 

794年        遷都〔京都〕 

789年征討大使     を蝦夷に 

派遣したが       に大敗。 

797年征夷大将軍         

を派遣、      と激戦、勝利。 

802年鎮守府を     〔宮城〕 

から      〔岩手〕へ移す。 

さらに     設置。 

※清水寺 

 

＜善政をしく＞ 

①792年      設置 

裕福な    の子弟のみにして 

民衆の兵役負担を廃止 

②    の命令で年  日働く 

     →年     

③     の利率５割→     

④      の設置：   交代 

徴税不正がない証明書     を 

チェックする    官。解由状は 

税や戸籍を担当する    省提出。 

 

＜    論争＞ 

◎藤原   の長子    が 

805年「      と     の 

２つだけやめてください…」と苦言。 

◎菅野   、驚いて続行主張。 

→桓武、   の意見を採用し中止。 

806年    死去。 

 

（問１６）桓武天皇はなぜ、善政や 

 軍事と造作の２大事業に打ち込ん 

だのか。 

 

 

  ＜    天皇＞ 

◎愛人藤原    〔  家〕 

その兄藤原    〔  家〕 

809年病で弟の      に譲位 

→生まれ育った      に帰り 

治療に専念→       


